
 

  

 

 

 

      書     名 著 者 名 

小 

説 

帝国ホテル建築物語 植松 三十里 

心霊探偵 八雲 11 魂の代償 神永 学 

遠雷 チンギス紀 ４ 北方 謙三 

人類最年長 島田 雅彦 

お前の罪を自白しろ 真保 裕一 

探偵はぼっちじゃない 坪田 侑也 

ポルシェ太郎 羽田 圭介 

キボウのミライ Ｓ＆Ｓ探偵事務所 福田 和代 

エ
ッ
セ
イ 

もみじの言いぶん 村山 由佳 

川
柳 

笑いあり、しみじみあり 

シルバー川柳 大安吉日編 
みやぎシルバーネット 

＋河出書房新社編集部 編 

ジ
ュ
ニ
ア 

鹿の王 水底の橋 上橋 菜穂子 

児 

童 

大渋滞 
いとうみく 作 

いつか 絵 

絵 

本 
うまれたよ！クラゲ 

武田 晋一 写真 

ボコヤマクリタ 構成・文 

うまれたよ！イモリ 関 慎太郎 写真・文 

貸出中の場合は予約ができますのでお申し出ください。 

次回の発行は、令和元年 5 月１１日（土）の予定です。 
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八雲の宿敵・七瀬美雪の手により、晴香が

拉致されてしまう。居場所を探す鍵は、4

つの心霊現象のどこかに隠されていると

いうのだが…。迫るタイムリミットの中、

八雲は重大な決断を迫られる。「脳内映像」

ミステリー第11弾。 

『心霊探偵 八雲 11 魂の代償』 

オタワルの医術師ホッサルとミラルは、祭

司医・真那の招きに応じて、安房那を訪れ

る。そこでそれぞれの医術の在り方が異な

ることを感じたホッサル。やがて次期皇帝

争いに巻き込まれ…。「鹿の王」の、その

先を描く命の物語。 

『鹿の王 水底の橋』 


